
 

第６回 
 

平成30年1月15日（月） 19：00～ 

中標津町 

みん   なか 
みんなのなかしべつプロジェクト 



P2 

19：00 １．開会・あいさつ 

19：05 ２．情報提供 
       ・前回の振り返り（10月20日・11月6日） 

       ・【仮称】中標津の色探しワークショップ＆ 

        なかしべつ景観まちづくりフォーラム（案） 

       ・次年度の取組や事業（案） 

19：25 ４．意見交換 

 

 
 

20：15 ５．まとめ・振り返り 

20：30   閉会 

・【仮称】中標津の色探しワークショップ＆ 
 なかしべつ景観まちづくりフォーラム内容の検討 
・次年度の取組や事業の検討 

P2 



P3 

検討 

①協働の景観まちづくりの目的の共有（6/28） 
 今年度の取組の目的やスケジュールを共有します。 

②中標津型景観整備機構（仮称）の事業メニューの検討（7/28） 
 先行事例などを参考に中標津に求められる景観整備機構の事業について検
討します。 

  

③計根別の将来像の検討＠計根別（9/1） 
 10年後の計根別の将来像を検討します。 

⑤中標津型景観整備機構（仮称）との連携＠計根別（11/6） 
 中標津型景観整備機構が設立された際にどのような連携が考えられるか検
討します。 

⑥フォーラム企画の検討と来年度の取組の検討（1/15） 
 色探しワークショップと景観まちづくりフォーラムの企画を検討します。  
 今年度の取組を振り返り、次年度に求められる取組や事業を検討します。 

第1回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング 

第2回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング 

第3回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング 

第4回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング 

第6回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング 

第5回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング 

④中標津型景観整備機構（仮称）の体制の検討（10/20） 
 今年度の活動と来年度に向けた活動の方向性を考えましょう。 

仲

間

づ

く

り

・

体

制

づ

く

り 

来

年

度

に

向

け

て 

協働の景観まちづくりを進める
うえでの検討事項 

・中標津型景観整備機構（仮
称）が担うべき役割 
・将来の目指す姿 
・体制 

・事業メニュー（調査・景観学
習・情報発信：フォーラム、SNS
等） 
・他団体との連携 

・仲間づくり       など 

【市街地】 
・中標津らしい色 
・空き家、空き地 
・看板 
・緑化            など 
【農村部】 
・沿道からの眺望景観 
・防風林の造成 
・道路工作物        など 

※検討内容や優先順位については
「なかしべつ協働の景観まちづく
りミーティング」で検討し進める。 

※中標津型景観整備機構（仮称）と
しての試行も想定 

全体スケジュール（予定） P3 

〈中標津型景観整備機構（仮称）    
      の組織について〉 

〈中標津町の景観形成・ 
     推進方策について〉 

済 

済 

済 

済 

済 



P4 前回の振り返り（10月20日） P4 

第４回 みんなのなかしべつプロジェクト（10月20日） 

北海道カラーデザイン研究室の講師を招き、 
なかしべつの冬の色探しとまちのカラーデザインについて考えます！ 

色のワークショップと景観まちづくりフォーラム 

みんなのなかしべつプロジェクト 

みん なか 

愛称決定!! 



P5 前回の振り返り（11月6日） P5 

第５回 みんなかin計根別 （11月6日） 

前回の計根別地区での話し合いを発展させ、来年度か
らの取組について検討していきました。 

計根別地区の来年度の取組案 

• 高齢の方に計根別の歴史、魅力などを子ども達に語ってもらう機会
があると良い。 

• 多世代の交流、愛着につなげるために、農業高校生などが聞き取り
する。 

• 景観まちづくりに関わる聞き取りの基本事項は事務局で整理する 

 

まち歩きしながら計根別の色探し 

• 中標津市街地だけでなく、計根別でも行
いたい。 

• ドローンを使って、俯瞰してまちを見てみ
ることも一緒にできるといい 

景観学習in計根別学園 

• 景観学習を計根別学園でもまた行い
たい。 

• 中標津農業高校生もサポーターで
加わることもできそう…（要調整） 

• ドローンも使えば、より面白い体験
学習ができるかもしれない。 

農業高校＆計根別学園のランタンづくり  

• 農業高校でかぼちゃを栽培することができそうである。 

• 単発イベントではなく、計根別の景観まちづくりや子ども達
の人材育成に生かされるストーリーが必要だ。 

 

沿道景観調査 

• 計根別の号線道路も対象にして行いたい。 

• まずは大人が中心になってやってみてそれから子ども達と一
緒に取り組んだ方が良い。 

• 学園の生徒だけ…ではなく、若者、大人も協働でなければな
らない。 

1 ２ 計根別の魅力の聞き取り 

４ 

５ 

３ 



P6 

色のワークショップ 

景観まちづくり 

     フォーラム 

• ｢みんなか｣の進捗状況
の報告 

• 沿道景観調査の報告 

• 景観学習の報告 

• 中標津の冬の景観の魅
力を発見するきっかけづ
くり 

• 色の学習 

大まかな内容 

１日目（平成30年2月24日（土）） 

• 子どもたちを交えた色の学習 

• まち歩きと中標津町の色探し 

２日目（平成30年2月25日（日）） 

• 前日の色の学習の発表・講評 

• 色についての講演 

• みんなかより活動報告 

会場：しるべっと ２F 第一研修室 14:00～15:55 

会場：なかまっぷ ２F ｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙ 13:00～16:00 

中標津の色探しワークショップ＆なかしべつ景観まちづくりフォーラム（案） P6 

親子参加 20～30名程度 

一般町民 100名程度 



P7 中標津の色探しワークショップ＆なかしべつ景観まちづくりフォーラム（案） 

１日目（平成30年2月24日（土）） ～色のワークショップ～ 

主な対象 
– 子ども達（親子参加） 

企画の趣旨 
– 楽しみながら中標津の色探しを通して、歴史文化、産業、まちの成り立ち
などを学んでもらう 

企画内容（たたき台） 
●まち歩き要素を取り入れたエリアごとの色探し 

– まち歩きを行い、冬の中標津町の魅力的な景観とまちの色を探す。 

– 今の中標津の色と、昔に描かれた絵を比較して、違いを探す。 

– まちなかエリア（町立病院→中心市街地を眺望）、開陽台エリア（開
陽台→市街地方面を眺望）などから見た際の色の違いなどを調べる。 

– バスで巡ることも想定される。 

●中標津ならではのカラーイメージを学ぶ 
– 単に色のことを学ぶだけでなく、まちの歴史や風土と絡めて中標津
の色を考えてもらう。 

• 樹木の色～樹木ごとに育つ土壌や環境（日照、気象、地形など）の違い 

• 住環境の色～極端に目立つ色、周りの景観となじんでいる色、違和感の
ある色などの認識 

●色の種類を判別する 
– 塗料カードを使って、実際の色の種類を探す。 

– 良い組み合わせがあるかも探してみる。 

しるべっと 
2階 

第一研修室 

P7 



P8 中標津の色探しワークショップ＆なかしべつ景観まちづくりフォーラム（案） P8 

プログラム（案） 

13:00 開場 

13:30 開会（挨拶、趣旨説明）【10分】 

13:40 情報提供（色の基本知識など）【20分】 
講師：北海道カラーデザイン研究室 代表 外崎由香 氏 

14:00 色探しのまち歩き【60分】 
※地域の方のガイド、解説なども想定される 

●振り返りワーク【20～30分】 

15:00 振り返りワーク【40分】 

15:40 発表・まとめ【15分】 

15:55 終了 

１日目 平成30年2月24日（土） 

中標津町総合文化会館（しるべっと）２F 第一研修室 



P9 中標津の色探しワークショップ＆なかしべつ景観まちづくりフォーラム（案） P9 

まち歩き・バスルート案 
しるべっと発→大通→伝成館（下車）→バス乗車・国道272号→東13条通→中央通（商店街）
→大通→中標津空港（下車）・山並み観察→バス乗車・大通→バス乗り場（下車）→東1条ま
ち歩き→しるべっと着 



P10 中標津の色探しワークショップ＆なかしべつ景観まちづくりフォーラム（案） P10 

２日目（平成30年2月25日（日）） ～景観まちづくりフォーラム～ 

主な対象 
– 一般町民、事業者 

企画の趣旨 
– 協働の景観まちづくりの情報発信、｢みんなか｣の活動報告 

企画内容（たたき台） 
● ｢みんなか｣の活動報告 

– みんなかで検討してきた内容を報告する。 

– 沿道景観調査の趣旨、調査結果を報告する。 
• 沿道景観調査で撮影した写真を見てもらう 

– 景観学習（中標津東小学校）の実施結果を報告する。 
• 授業で使用した動画を見てもらう 

●色のワークショップの活動を報告 
– 前日に行った色の学習の結果を、参加した子どもたち
から発表してもらう。 

●色についての講演 
– 色に関する基礎知識や景観まちづくりと色の関係性などに
ついて事例を交えながら講演していただく。 

• 講師は企画と合わせて、引き続き検討していく 

●景観まちづくり団体紹介冊子の配布 
– 昨年度のフォーラムで配布した団体紹介冊子を、バージョンアップし
て今回も配布する。 

▲発表のイメージ 
（平成27年度なかしべつ景観
フォーラム） 

▲講演のイメージ 

なかまっぷ 
2階 

ｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙ 



P11 中標津の色探しワークショップ＆なかしべつ景観まちづくりフォーラム（案） P11 

プログラム（案） 

２日目 平成30年2月25日（日） 

中標津町経済センター（なかまっぷ） ２F コミュニティホール 

13:00 開場 
13:30 開会（町長・根室振興局挨拶）【10分】 
13:40 基調講演【30分】   

北海道カラーデザイン研究室 代表 外崎由香 氏 

14:10 活動報告「みんなのなかしべつプロジェクト」 【30分】 
・活動経緯、沿道景観調査、景観学習、冊子の紹介【各7分程度】 

14:40 休憩【10分】 
14:50 パネルディスカッション【65分】 

パネリスト：東京都市大学教授 坂井 文氏、外崎代表、みんなか
メンバー３名 

コーディネーター：ＮPO法人景観ネットワーク 東田 秀美 
※冒頭に坂井氏より15分間情報提供 

15:55 閉会（実行委員長挨拶） 【5分】   
16:00 終了 



P12 来年度以降の活動（案） P12 

平成29年度 

なかしべつ 
協働の景観まちづくり 

ミーティング 

景観色 

景観調査 

広報 

PR フォーラ
ム 

景観学習 
（人材育成） 

商品開発 

空き家 農地 

防風林 

デザイン 
マネジメント 

仲間あつめ・具体的な取組の検討 

N-CAN E-Photo Club 

体験観光ネットワーク 

建設業協会 

中標津農協 

なかしべつ観光協会 

商工会青年部 まちづくり協議会 

計根別町内連合会 

など 



P13 来年度以降の活動（案） P13 

平成30年度 

他都市の視察 

関係する団体へのヒアリング 

組織化に向けた環境整備 

など… 

体制づくりのために考えられる取組 

• 他都市の景観まちづくりや景観整
備機構の取組を視察する。 

【考えられる都市】 
奈良・京都・大阪・東京・愛知など 

【考えられる団体】 
中標津町/計根別農業協同組合・なかし

べつ観光協会・建築士会・商工会・建設
業協会・中標津町内会連合会 など 

例えばNPO法人の場合… 

・活動の目的・メニューの明確化 

・理事、監事など構成員の決定 

・組織のルールの決定 

なかしべつ 
協働の景観まちづくり 

ミーティング 
（景観整備機構 準備会） 

N-CAN E-Photo Club 

体験観光ネットワーク 

建設業協会 

中標津農協 

なかしべつ観光協会 

商工会青年部 まちづくり協議会 

計根別町内連合会 

など 



P14 

平成30年度のスケジュール（案） 

来年度以降の活動（案） P14 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

今後のスケジュールについて 

ワーク 

ショップ 

ワーク 
ショップ

in計根別 

道外視察 

中標津・
計根別 

まち歩き 

景観学習 

（計根別） 
景観学習 

（中標津） 

景観整備機構
学習会 

沿道景観調査 

フォーラム 

（計根別） 

ワーク 

ショップ 

ワーク 
ショップ

in計根別 

ワーク 

ショップ 

【現在想定している視察先】 
京都 / 奈良 / 岡崎 / 静岡 / 東京 



P15 

【仮称】中標津の色探しワークショップ＆ 
 なかしべつ景観まちづくりフォーラム内容の検討 

全体ディスカッション P15 

全体でディスカッション！！ 

●案を参考に、ワークショップ＆フォーラム内容を検討 

●みんなかメンバーの役割分担 

次年度の取組や事業の検討 



P16 おわり P16 

お疲れさまでした 


